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ま
す
。
そ
の
と
き
、
仕
事
を
奪
わ
れ
た

人
が
Ａ
Ｉ
に
は
で
き
な
い
が
「
人
間
に

し
か
で
き
な
い
仕
事
」に
転
職
す
れ
ば
、

経
済
成
長
も
期
待
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、Ａ
Ｉ
に
良
く
似
た
人
間
が
、

「
人
間
に
し
か
で
き
な
い
仕
事
」
に
就

職
す
る
こ
と
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

　
「
人
間
に
し
か
で
き
な
い
仕
事
」
に

従
事
す
る
た
め
の
能
力
は
読
解
力
だ
と

い
う
の
で
す
。
何
も
難
解
な
文
章
で
は

な
く
、
中
学
校
の
教
科
書
程
度
を
き
ち

ん
と
読
解
で
き
る
こ
と
が
重
要
な
の
で

す
。
そ
の
こ
と
が
、
仕
様
書
を
理
解
し

の
表
層
的
な
情
報
の
取
得
は
得
意
で
す

が
、
英
語
や
国
語
、
歴
史
や
理
科
の
教

科
書
程
度
の
文
章
を
正
確
に
理
解
で
き

な
い
の
で
す
。

　

実
は
こ
の
Ａ
Ｉ
の
欠
点
は
、
現
代
の

中
高
生
に
も
同
じ
傾
向
が
見
ら
れ
る
と

い
う
の
で
す
。
教
科
書
程
度
の
文
章
が

読
め
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
試
験
の
問

題
文
が
理
解
で
き
な
い
、
つ
ま
り
正
解

に
た
ど
り
つ
け
な
い
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
Ａ
Ｉ
に
良
く
似

た
人
間
が
、
た
く
さ
ん
い
る
と
い
う
の

で
す
。

　

近
い
将
来
Ａ
Ｉ
に
仕
事
を
奪
わ
れ

る
、
と
い
う
話
題
も
し
ば
し
ば
耳
に
し

　

第
六
回
（
通
算
第
68
回
）
定
時
総
会

が
、
６
月
４
日
（
月
）
松
與
会
館
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

齋
藤
会
長
は
、
総
会
開
催
に
あ
た
っ

て
、
最
近
読
ん
だ
と
い
う
「
Ａ
Ｉ
vs
・

教
科
書
が
読
め
な
い
子
ど
も
た
ち
」
と

い
う
本
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

著
者
の
新
井
紀
子
氏
は
、
２
０
１
１

年
「
ロ
ボ
ッ
ト
は
東
大
に
入
れ
る
か
」

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
Ａ
Ｉ
（
人
口
知

能
）
を
育
て
、
東
大
合
格
を
目
指
す
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
た
数
学
者
で

す
。
こ
の
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
東
ロ
ボ
く
ん

の
愛
称
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
に

取
り
上
げ
ら
れ
た
の
で
ご
存
知
の
方
も

多
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
終
的
に
は
東
ロ
ボ
く
ん
の
偏
差
値

は
57
・
１
ま
で
成
長
し
、
在
京
及
び
関

西
の
有
名
私
立
大
学
の
合
格
率
80
％
の

判
定
が
出
た
そ
う
で
す
が
、
偏
差
値
65

の
壁
の
突
破
は
難
し
い
と
の
結
論
に
達

し
、
東
大
の
偏
差
値
70
台
後
半
に
は
程

遠
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
も
そ
も
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
Ａ

Ｉ
を
大
学
生
に
す
る
こ
と
で
は
な
く
、

「
Ａ
Ｉ
は
何
が
で
き
て
、
ど
う
し
て
も

で
き
な
い
こ
と
は
何
な
の
か
」を
検
証
・

解
明
す
る
た
め
の
も
の
だ
っ
た
の
で

す
。

　

Ａ
Ｉ
は
英
単
語
や
年
表
、
計
算
な
ど

議案が慎重に審議される

齋藤会長の挨拶

第６回（通算68回）

平成３０年度 定時総会開催
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祝辞を述べる齋藤淳子横手税務署長

に
入
り
ま
し
た
。

◆
第
一
号
議
案

　平
成
29
年
度
決
算
報
告
承
認
の
件

（
監
査
報
告
）

　

議
長
は
第
一
号
議
案
を
上
程
し
、
蔦

屋
事
務
局
長
か
ら
内
容
が
説
明
さ
れ
ま

し
た
。

　

続
い
て
監
事
を
代
表
し
て
、
多
賀
糸

敏
雄
監
事
か
ら
決
算
内
容
は
適
正
で

あ
っ
た
と
の
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
長
は
、
議
案
に
対
し
て
の
質
疑
を

議
場
に
求
め
、
満
場
異
議
な
く
承
認
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
報
告
事
項
と
し
て

一
、 

平
成
29
年
度
事
業
報
告

二
、 

平
成
30
年
度
事
業
計
画

三
、 

平
成
30
年
度
収
支
予
算

が
蔦
屋
事
務
局
長
か
ら
説
明
さ
れ
ま
し

た
。

　

続
い
て
平
成
30
年
度
優
良
経
理
担
当

者
の
表
彰
が
あ
り
、
今
年
度
は
４
名
の

　

平
成
30
年
度
の
優
良
経
理
担
当
者

と
し
て
四
名
の
皆
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
、

齋
藤
会
長
か
ら
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
・
秋
南
ア
サ
ノ
コ
ン
ク
リ
ー
ト（
株
）

　

鈴　

木　

智
多
子

　
・（
株
）羽
後
環
境

　
　
　
　
　
　
　

皆　

川　

恵
美
子

　
・（
有
）北
都
測
量
設
計

　
　
　
　
　
　

久　

米　

槇　

子

　
・
鶴
田
印
刷（
株
）

　
　
　
　
　
　
　

中　

原　

沙
和
子

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
の
さ
ら
な
る
ご
活
躍
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

優
良
経
理
担
当
者
表
彰

開宴の挨拶と乾杯の発声
深澤副会長

た
り
、い
わ
ゆ
る
「
ほ
う
れ
ん
そ
う
（
報

告
・
連
絡
・
相
談
）」
が
き
ち
ん
と
出

来
る
、
職
業
人
と
し
て
の
当
た
り
前
の

人
材
の
基
本
と
な
る
の
で
す
。

　

今
ま
で
Ａ
Ｉ
と
い
う
と
、
な
ん
と
な

く
、
人
間
に
は
か
な
わ
な
い
よ
う
な
印

象
を
も
っ
て
い
ま
し
た
が
、
人
間
独
自

の
常
識
や
感
情
な
ど
に
加
え
て
、
読
解

力
に
大
き
な
差
が
あ
る
こ
と
と
、
読
解

力
の
教
育
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
を
改

め
て
認
識
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
こ
れ
か
ら
の
企
業
経
営
に
お

け
る
Ａ
Ｉ
と
の
共
存
に
つ
い
て
、
さ
ら

な
る
学
び
が
必
要
で
あ
る
と
強
調
さ
れ

ま
し
た
。

　

続
い
て
ご
来
賓
の
紹
介
の
後
、
定
款

の
定
め
に
よ
り
齋
藤
会
長
が
議
長
と
な

り
、
議
事
録
署
名
人
に
藤
沢
進
氏
、
鶴

田
典
治
氏
の
両
名
を
指
名
し
議
案
審
議

受賞される中原沙和子さん 受賞される鈴木智多子さん

方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
ご
来
賓
を
代
表
し
て
横
手
税

務
署
長
齋
藤
淳
子
様
よ
り
祝
辞
を
賜

り
総
会
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　

総
会
後
の
懇
談
会
は
、
深
澤
禎
彦
副

会
長
の
挨
拶
と
乾
杯
の
発
声
で
開
宴
し

ま
し
た
。

　

会
場
は
、
異
業
種
間
の
交
流
を
深
め

な
が
ら
有
意
義
な
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
、
鶴
田
典
治
青
年
部
会
長
の

中
締
め
の
挨
拶
が
あ
り
閉
会
し
ま
し
た
。
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６
月
20
日
（
水
）
午
後
６
時
よ
り
、

松
與
会
館
に
お
い
て
平
成
30
年
度
定
時

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
鶴
田
部
会
長
よ
り
開
会

の
挨
拶
の
あ
と
ご
来
賓
の
皆
様
を
紹
介

し
、
続
い
て
議
長
に
鶴
田
部
会
長
に
選

出
し
議
案
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

◆
議
案
第
一
号

　平
成
29
年
度
事
業
報

告
並
び
に
収
支
決
算
承
認
に
つ
い
て

　

事
務
局
よ
り
説
明
の
あ
と
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

◆
議
案
第
二
号

　平
成
30
年
度
事
業
計

画
（
案
）
並
び
に
収
支
予
算
（
案
）
の

承
認
に
つ
い
て

　

蔦
屋
事
務
局
長
の
説
明
の
あ
と
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
深
澤
禎
彦
副
会
長
、
齋
藤

横
手
税
務
署
長
の
両
ご
来
賓
か
ら
ご
祝

辞
を
頂
き
ま
し
た
。

　

次
に
協
議
事
項
と
し
て
法
人
会
の
厚

生
事
業
に
つ
い
て
説
明
を
お
聞
き
し
閉

会
し
ま
し
た
。

　

懇
談
会
は
、
鶴
田
典
治
部
会
長
の
挨

拶
で
開
会
し
、
会
員
の
親
睦
を
深
め
、

有
意
義
な
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。

青
年
部
会
だ
よ
り

女
性
部
会
だ
よ
り

　
　

６
月
25
日
（
月
）
松
與
会
館
に
お

い
て
平
成
30
年
度
の
定
時
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

吉
田
部
会
長
か
ら
日
頃
の
感
謝
を
含

め
た
挨
拶
の
あ
と
、
ご
来
賓
の
皆
様
を

ご
紹
介
し
、
議
長
に
吉
田
部
会
長
を
選

出
。
議
案
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

◆
議
案
第
一
号

　平
成
29
年
度
事
業
報

告
並
び
に
収
支
決
算
の
承
認
に
つ
い
て

　

蔦
屋
事
務
局
長
よ
り
内
容
の
説
明
の

あ
と
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
議
案
第
二
号

　平
成
30
年
度
事
業
計

画
（
案
）
並
び
に
収
支
予
算
（
案
）
の

承
認
に
つ
い
て

　

内
容
の
説
明
を
事
務
局
か
ら
、
ま
た

吉
田
議
長
よ
り
補
足
説
明
の
あ
と
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
ご
来
賓
を
代
表
し
て
、
齋
藤
善

一
会
長
と
齋
藤
横
手
税
務
署
長
か
ら
祝

辞
を
頂
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
協
議
事
項
と
し
て
法
人
会

の
厚
生
事
業
の
説
明
を
伺
い
閉
会
し
ま

し
た
。

　

別
室
に
移
動
し
、
ご
来
賓
を
交
え
て

の
懇
親
会
が
村
岡
映
子
副
部
会
長
の
発

声
で
開
会
さ
れ
、和
気
あ
い
あ
い
の
中
、

親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

齋藤淳子横手税務署長祝辞をいただきました

挨拶する齋藤会長
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残
暑
の
候
、
公
益
社
団
法
人
横
手
法

人
会
の
皆
様
方
に
は
益
々
ご
清
祥
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
横
手

税
務
署
長
を
拝
命
し
、
仙
台
国
税
局
主

任
税
務
相
談
官
か
ら
転
任
し
て
ま
い
り

ま
し
た
小
松
で
ご
ざ
い
ま
す
。
秋
田
県

内
の
勤
務
は
今
回
が
初
め
て
と
な
り
ま

す
が
、
前
任
の
齋
藤
署
長
同
様
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

横
手
法
人
会
は
、
創
立
以
来
、
長
い

改
め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
今
後
と
も
引
き
続
きe

ーT
ax

の

普
及
拡
大
に
向
け
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
消
費
税
の
軽
減
税
率
制

度
実
施
へ
の
対
応
に
つ
い
て
で
す
。
来

年
10
月
に
、
消
費
税
率
10
％
へ
の
引
上

げ
と
同
時
に
軽
減
税
率
制
度
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

　

私
ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
事
業

者
の
皆
様
が
軽
減
税
率
制
度
の
内
容
及

び
改
正
内
容
に
つ
い
て
十
分
に
理
解
し
、

自
ら
適
正
な
申
告
・
納
付
を
行
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
着
実
な
制
度
周
知
・

　税 務 署 人 事 異 動

田　

中　

祥　

勝

佐
々
木　

夏　

子

早　

坂　

宏　

昭

丹　

野　

紘　

行

猪　

岡　

正　

孝

佐
々
木　

則　

雄

泉　

川　

裕　

季

小　

川　

訓　

右

相　

馬　
　
　

治

阿　

部　
　
　

元

山
形
税
務
署

横
手
税
務
署（
管
徴
部
門
）

湯
沢
税
務
署

横
手
税
務
署（
総
務
課
）

喜
多
方
税
務
署

秋
田
南
税
務
署

酒
田
税
務
署

秋
田
南
税
務
署

大
館
税
務
署

湯
沢
税
務
署

総
務
課　

総
務
課
長

総
務
課　

総
務
係
長

管
理
運
営
・
徴
収
部
門　

国
税
徴
収
官

管
理
運
営
・
徴
収
部
門　

国
税
徴
収
官

個
人
課
税
部
門　

統
括
国
税
調
査
官

個
人
課
税
部
門　

国
税
調
査
官

個
人
課
税
部
門　

国
税
調
査
官

法
人
課
税
部
門　

統
括
国
税
調
査
官

法
人
課
税
部
門　

上
席
国
税
調
査
官

法
人
課
税
部
門　

国
税
調
査
官

■
新
任
職
員
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　新

　
　官

　
　職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　前

　
　任

　
　署

塩　

田　

忠　

夫

嶋　

谷　

剛　

雄

安　

齋　

孝　

志

高　

橋　
　
　

寿

辻　

村　
　
　

仁

本　

間　

正　

浩

佐
々
木　
　
　

司

石　

川　

正　

弘

仙
台
中
税
務
署

大
曲
税
務
署

い
わ
き
税
務
署

秋
田
南
税
務
署

大
曲
税
務
署

酒
田
税
務
署

仙
台
国
税
局
課
税
第
二
部

退
職

（
総
務
課　

総
務
課
長
）

（
管
理
運
営
・
徴
収
部
門
上
席
国
税
徴
収
官
）

（
個
人
課
税
部
門
統
括
国
税
調
査
官
）

（
個
人
課
税
部
門
上
席
国
税
調
査
官
）

（
個
人
課
税
部
門
国
税
調
査
官
）

（
法
人
課
税
部
門
統
括
国
税
調
査
官
）

（
法
人
課
税
部
門
上
席
国
税
調
査
官
）

（
法
人
課
税
部
門
国
税
調
査
官
）

■
転
任
し
ま
し
た
。
在
任
中
は
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
　前

　
　官

　
　職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　新

　
　任

　
　署

小　松　敏　志
昭和 19 年７月 28 日生 （57 歳）

平成29年７月   仙台国税局 総務部 
                     総括税務相談官 
                       主任税務相談官
平成27年７月　仙台中税務署 副署長
平成25年７月　税務大学校 総合教育部 
                     教授

横手税務署長
プロフィール 　新税

務
署
長
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　横
手
税
務
署
長

　小

　松

　敏

　志

広
報
や
丁
寧
な
相
談
対
応
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。

　

横
手
法
人
会
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
改
正
消
費
税
法
及
び
軽
減
税

率
制
度
に
係
る
説
明
会
が
開
催
さ
れ
る

場
合
に
は
、
多
く
の
会
員
の
皆
様
方
に

ご
出
席
い
た
だ
く
よ
う
働
き
掛
け
に
つ

い
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
公
益
社
団
法

人
横
手
法
人
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
会

員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
並
び
に
ご
事
業

の
ご
繁
栄
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
着

任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

横手税務署の定期人事異動が発表されました。
異動は次のとおりです。

歴
史
と
伝
統
を
誇
る
会
と
し
て
、
地
域

を
代
表
す
る
企
業
の
皆
様
方
が
結
集
し
、

税
知
識
の
普
及
や
納
税
意
識
の
高
揚
、

地
域
企
業
の
健
全
な
発
展
や
社
会
貢
献

な
ど
、
公
益
法
人
と
し
て
多
岐
に
わ
た

り
活
発
な
事
業
活
動
を
展
開
さ
れ
て
い

る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
齋
藤
会
長
を

は
じ
め
、
役
員
並
び
に
会
員
の
皆
様
方

の
日
頃
の
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
心
か

ら
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
今
の
税
務
行
政
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
国
内
外
の
社
会
情
勢
の
影

響
を
受
け
な
が
ら
、
大
き
く
変
化
を
続

け
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の

下
、
私
ど
も
税
に
携
わ
る
者
と
い
た
し

ま
し
て
は
、
社
会
経
済
の
変
化
に
的
確

に
対
応
し
な
が
ら
、
適
正
・
公
平
な
課

税
及
び
徴
収
の
実
現
と
納
税
者
の
皆
様

か
ら
信
頼
さ
れ
る
税
務
行
政
の
確
立
を

目
指
し
て
、
な
お
一
層
の
努
力
を
重
ね

て
参
る
所
存
で
す
。
今
後
と
も
皆
様
方

の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

横
手
法
人
会
の
皆
様
方
に
は
、
二
つ

ほ
ど
お
願
い
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、e

ーT
ax

の
普
及
拡
大

で
す
。e

ーT
ax

の
普
及
拡
大
に
つ
き

ま
し
て
は
、
国
税
庁
が
組
織
を
挙
げ
て

様
々
な
利
用
促
進
策
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
横
手
法
人
会

に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
利
用
拡
大
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
、
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